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内容に関するご意見やお問合せ、勉強会の講師などのご依頼は,こちらまで⇒ 

今年こそ、『どうせ無理』、をなくそう！ 

新年、明けましておめでとうございます。皆さま「どうせ（努力しても）無理」と諦めている

ことはありませんか？ 2021 年こそ、諦めていることに挑戦する年にしましょう。 

● 「どうせ無理」と感じる状態（学習性無力感）とは？  

学習性無力感とは、過去の失敗や人から否定された経験から、課題に対して「自分の努力では

どうする事もできない」と諦める状態です。自分の行動が結果に結びつかない（非随伴性）経験

を繰り返すことで、課題に直面した際、過去の経験から「どうせ無理」と予測してしまうために

起こります。「どうせ無理」と感じると、改善したい状況であっても、改善にむけて積極的に取り

組もうとしなくなります。 

リハビリは、出来ないことがほとんどで、失敗の繰り返しです。リハビリを成功させるには、

課題に直面した時、「いい感じ♪」「できるかも！？」という期待“ワクワク感”が大切です。人

は、“ワクワク感”を胸に抱いたとき、挑戦することができるのです。 

● 「どうせ無理」を無くすには 

● スイッチオンサービスには、「どうせ無理」を無くす仕組みがあります 

私たちの合言葉は「眠れる遺伝子」スイッチオン ON です。眠れる遺伝子をスイッチオン ON

するには、「笑顔」と「感動」が大切です。私たちは、リハビリテーションを通じて、利用者さま

の挑戦を共に喜び・感動し、「できる」を育むことで、今年も「どうせ無理」が無くなるように支

援してまいります。本年もどうぞよろしくお願い致します。 
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